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富里市消費者行政推進連絡協議会を核とした 

地域の見守り講座を開催しました 

 2022 年 10 月 25 日

(水)、富里市消費者

行政推進連絡協議会

を核とした地域の見

守り講座を開催しま

した。 

この講座は、千葉

県消費者団体ネット

ワーク強化・活性化

事業の一環として消

費者市民サポートち

ばが富里市から受託

した事業です。 

 テーマは「消費者

被害を知り対処方法

を知ろう」と題し、講

師は福田綾子消費生

活相談員（当会会員）、

竹内寛弁護士（当会

会員）、拝師徳彦弁護

士（当会理事長）、君

山潤子消費生活相談

員（当会会員）に担当

いただきました。 

講座には富里市

の区長会、民生委員

児童委員協議会、社

会福祉協議会、地域包括支援センター、防犯指導員連合会、シルバークラブ連合会、身体障

害者福祉会、協働のまちづくり推進委員会で構成する富里市消費者行政推進連絡協議会に富

里市が告知し、各団体から 27名が参加しました。 

「関連する相談事例」を講演した

福田綾子講師 

「個別事案の救済手段につい

て」を講演した竹内寛講師 

「消費者被害防止のための見

守りの必要性及び連絡協議会

の法的位置づけについて」を講

演した拝師徳彦講師 

グループワークを説明し運営

した君山潤子講師 



講座は、富里市経済環境部商工観光課

課長山﨑秀幸様の開会のあいさつで始ま

り、福田講師が「関連する相談事例」、竹

内講師が「個別事案の救済手段につい

て」、拝師講師が「消費者被害防止のため

の見守りの必要性及び連絡協議会の法的位

置づけについて」それぞれ講演したあと、

君山講師が①地域の消費者被害を防ぐた

め、団体や個人で実践していること②これ

から取り組みたいと考えていることをテー

マにグループワーク形式でグループ討議を進めました。6グループが話し合った結果の発

表をしたあとに拝師講師より各グループの講評と地域で取り組むことの重要性について説

明しました。 

最後に当会の前野春枝副理事長が閉会のあいさつをしました。 

アンケートでは 95％以上の方が今回の講座が参考に

なったとの回答がありました。今回の講座について、

「持ち帰って、情報共有していきたい」、「消費者被害

予防も、地域力が必要だと感じました」という意見を

いただき、事後、富里市から当日資料として配布した

千葉県・県警「高齢者の安全・安心 ガイドブック付

のーと」を 25部追加の要望があり、送付しました。 

また、今後の希望について「このような講座をあら

ゆるシーンでもっとやってほしい」「今後も継続して講

座を開催してほしい」「今回のような構成メンバー同士

で情報共有や議論のできる機会があるとよいと思う、

また是非参加させていただきます」という意見が寄せ

られました。 

今回の講座は 90 分という短時間にもかかわらず、

３人の講師による熱のこもった講義と講師・企画チー

ムが分担してグループに入ったグループワークで、地

域内で相互に消費者トラブルを回避できるための実践的な意識・技能等を取得するという開

催目標は十分に達することができたと感じました。 

グループワークには講師と企画メンバー

も加わり討議に参加 

グループワークで話し合ったことを全グル

ープが発表 

グループワーク「地域の消費者被害を防ぐ

ため、団体や個人で実践していること、こ

れから取り組みたいと考えていること」 

閉会のあいさつをする前野春枝

副理事長 


